
木質系バイオマス発電設備等導入可能性調査について（H25.3嘉麻市）

木質燃料（チップ）
の安定供給がカギ
年間燃料消費量（H23調べ）
重油 54,000Ⅼ/年

6,158,423円（約114円/Ⅼ）

チップに換算 834,645㎏/年
（4円で3,338,580円
8円で6,677,160円）

資料１８

（参考）
福岡県森林林業振興センター
（H23.3発行から抜粋）



給湯方式に関する比較 

給湯方式 ボイラー(重油)：既存の設備 バイオマス給湯 太陽熱給湯 

イメージ    

概要 ・重油を燃やすことで発生した熱で、水を温める

方式。 

 

・動植物から生まれる植物資源（家畜排泄物や稲

ワラ、林地残材など）を直接燃焼することで得

られるに熱を活用し、水を温める方式。 

・熱が不足する場合、ボイラー等補助機器を用い

て温める必要がある。 

・太陽集熱器で熱を収集し、給水された水を温め

る方式。 

・熱が不足する場合、ボイラー等補助機器を用い

て温める必要がある。 

 

メリット ・既存のボイラー等あり、重油の供給が比較的安

定している。 

・初期投資費用が他の 2 案に比べると安価とな

る。 

 

・廃棄物の再利用や減少にもつながる。 

・自然エネルギーを活用することで環境へ配慮

でき、付加価値がつく。 

 

・屋根や壁等、占有スペースを設けずに設置する

ことが可能。 

・自然エネルギーを活用することで環境へ配慮

でき、付加価値がつく。 

・日常的な光熱費を節約することが可能。 

デメリット ・付加価値が少ない。 

・日常的な光熱費が発生する。 

・重油の貯蔵倉庫が必要となり、量によっては設

置する際に消防の許可を取ることが必要とな

る。 

・資源が広い地域に分散しており、収集・運搬・

管理にコストがかかる他、様々な関連設備が

必要となる。 

・初期投資費用が高額となる。 

・燃料の保管場所が必要である。 

・雨天や曇天など、天候に左右されやすく、供給

が安定しない。 

・初期投資費用が高額となる。 

 


